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睡眠計測१ーঅスを匏用したउ様の睡眠ൊ匇を分ෲする。目的:

睡眠厾：ফ齢層に差はないが、匩勯は睡眠厾が有意に高い。

睡眠潜時：1020ع代は有意にশい。

総就床時間：ফ齢層、卂匩間に差はৄられない。

就床時刻のばらつき：加齢とともに少なくなった。

床時刻のばらつき：加齢とともに少なくなった。

考察:

利用者の年齢層と主観
＜ 匏用者 ＞ 全318名 (平均ফ齢: 38.8歳）
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＜ 睡眠षの勘の有無 ＞ 計測時のアンケートにて
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卂匩とも৺75%がَ睡眠に勘があるُとした。

Female (n=143)

以下、ফ齢を 29歳ع10 3つに区分して比較した。3049ع歳 50歳以上
(**p<0.01, *p<0.05: Mann-Whitney U-testによる)
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睡眠変数

COI : 発表者はキッセイコムテック株式会社に属しています。

1) 匩勯の্が卂勯に比सて高い睡眠厾であるのにৌし、勢௴
௬価に卂匩差がないことから、匩勯にउいて勢௴と௴௬
価のᕇがाられた。

2) ফ層にउいて、就床・床時刻が日পきく変動すること
によって入眠までに時間がかかり、生活リズムの乱れを引き
起こす様子が示唆された。

3) 高齢層ほど睡眠に勘がある割合が高く、一ಹな認と一
致するが、睡眠変数に高齢層の睡眠の質が悪いことを示す要
ಞはなく、勢௴と௴௬価のᕇがाられた。

Male (n=175)

中途覚醒時間：ফ齢層、卂匩間にপきな差はৄられない。
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睡眠計測サービスとは 睡眠/覚醒判定の方法

アクチグラフを2週間
日中と夜間に装着する。

睡眠中の体動の有無
→ 数学に叀৶→ 覚醒／睡眠を判定

・睡眠と日中活動のグラフ
・睡眠アドバイス

利用者 キッセイコムテック

スリープクリニック調布

睡眠グラフより、
よりଐい睡眠षのアドバイスを作成

申し込み*1

返却

スズケン社ライフコーダ

活動計：
加ச২セン१で体の動きを
検知する

アドバイスから
自己改善 or 受診

*1: ओ匏用৫卿時に、ଢ଼৯のためにデータを使用する旨の同意を取得済

¥5,600～
6,000

○健常者( n=31, 31.7 years)で、

PSGとの一致厾 ＝ 86.9%

○前後10min間の活動を匼にして、
覚醒／睡眠判定する数学式を作成

弊社ソフトウェア SleepSign Act に搭載
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○患者( n=180, 42.4 years)で、

PSGとの一致厾 ＝ 80.3%

加齢による差は認められない
(ただし、重症OSAS患者では一致が下がる)

判定結果から、
各睡眠変数を算出

2009ফ 日本睡眠学会にてポスター発表

M. Enomoto, Sleep Bio. Rythms

2009: 7(17-22) 

覚醒睡眠 就床時刻 離床時刻
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。40代が74.5%をಚめ、卂匩差はないع20

結論:
௴に睡眠をཔするために、ষ動計による測定が厧要である。
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